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プライ (9プライ以上に適用),表層繊維角0,15, 第 1図 5プライ (1‥1‥1:1:1)･表層粒















































1〉く4′/ 筋 か い
1〉く8/ 水平羽目
2〉く2.5目釘 打












































































の実験としては,古く1934年に TRAYER27)が行なった実験がある｡ これは yelowpineの間
柱に厚さ1/4-3/8日の合板を接着または釘打ちした 4′×8′,8′×12′のパネルに平面内せん断























Boxbeam は第 4図にその断面を示す ように, 1枚以上の垂直合板 (ウエブ) の上下に素材
または集成材 (フレソヂ)を接着 した ど-ムで,曲げ応力をフレソヂ,せん断応力をウエブで








第 4 図 るのは,やはりアメリカ林産試験場にお
けるそれであろう｡ この場合も叉,木製翼桁に関する資料の必要性 にせまられていたとはい
え,1943年から44年にかけて,長さ 10′以上の boxbeam が実に百数十本も実験に使用され
るという強力なものであった｡
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らほまたウエブの ultimatestressをウエブの表層繊維が梁軸に 450 に傾斜する場合32),壁
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防止し,その ultimatestrengthを発揮させるために必要なstifenerspaceを求めるグラフ
がこれらの資料から作製されている｡LEWIS ら35)はさらに DJuglasar3プライ合板,450 張




以上は何れも合板ウエブの座屈に関する研究であるが, LEWIS ら36)は tensionaangeで破





















spaceについては, すでに1940年 NEWLIN41) が実用的な式を導出して以来今日まで採用され



















式は先 出の合 板の座 屈における弾性定数の代りに sandwichpanelのそれが用いられる｡
Sandwichpanelの定数は構成材料の弾性定数が判っておれば計算できるし,等方体に対して
ほ定数を修正すればよい｡ M ARCH らはまた種々の定数を仮定して,座屈係数の図表を種々の
周辺支持条件に対して与えている｡
1947年 BoLLERはフェイスがアル ミおよび glasscloth積層板,コアがend一grainedbalsa,
celularceluloseacetateまたは papeI･honeycombからなる種々の厚さ,サイズのパネル










ってフェイスは elasticinstability になろうとするが, 引張分力によって拘束されるため,
フェイスの圧縮破壊応力値ではフェイスが破壊しないことを意味する0
Edgewiseshearをうける sandwichpanelの座屈荷重については, 1951年 Kuenziら47)
が4辺単純支持,各層共異方体よりなるパネルおよび4辺固定,各層共等方体よりなるパネル
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立っている｡たとえば M ARCH49) は圧縮座屈荷重 と垂直荷重の組合せ, NoRRIS50) はフェイス










平面構造部材 としての sandwichpanelは StreSSedskinpanelについで, とくにプレ-
ブ部材 として市場にあらわれたが,この材料の長期曝露のいきた資料を求めるため,アメリカ
林産試験場において1947年にモデル-ウスが作 られた｡ フェイスは 0.5mm のアル ミ板,令
板,単板あるいは resinpaperoverlay合板, コアはフェノール樹脂含浸-ネカムまたは段
ボールで両者の接着にはフェノール樹脂を用い, 垂直パネルは厚さ 2-3′′,屋根パネルは 4′′
で,それぞれ 20psfの風荷重および 25psfの等分布荷重に耐えるように設計され, 外面は大






























































まず DoYLE71)は Douglasfir素材に 5/8′′のDou言1asar合板の表層繊維をいろいろ傾斜
させて,フェノール ･レゾルシノ-ルあるいはレゾルシノール樹脂により釘接着したジョイン
トを,13ケ月間室内,室外に放置して,せん断試験を行ない,









KALtNA72)は トラスの合板ガセッ トの接着設計資料として, ジョイントの接着面横と接着力の
関係を実験的に求め,これから許容接着力のそれを導出している｡合板ガセッ トを直接対象と
した研究としてほ CURTIS73)のそれが有名である｡CuRTISの2つの報告の内後者は22種の釘接
着合板ガセッ トジョイソトについて,framedesign に必要なガセッ トの寸法や厚さを決定す
る方法を求め,SUDDARTH74) も素材と合板ガセッ トジョイントの接着面積や自由辺の座屈など





ガセッ トを釘接着した屋根 トラスや桁についての試験は古 くから沢山報告されている｡




(2) 接着ガセッ トははるかに剛性にとみ,乾湿繰返し後の トラスの境みは,繰返し前の釘
打ち トラスのそれより少ない｡
(3) 接着 トラスは乾湿練返し後剛性は僅かに低下, 強度はかなり低下するが, それ で も
designvalueの数倍は強い｡
(4) 接着 トラスは突然破壊するが,釘打ち トラスは破壊が近づくと変形が大きくなる｡
(5) 釘接着 トラスは接着 トラスにはぼ近いと思われるが,検討を要する｡
1957年 PEDERSON79)は釘接着合板ウェブからなる桁について,また PERCIVAL80)は釘接着屋












について, RADCLIFFE らは釘接着 Ⅰ形合板 ビームの議定34)やあるいは実物大足根 トラスに金
属ガセッ ト,釘接着合板ガセッ トを用いた場合の比較試験85)を行ない,合板ガセッ トの優秀性







(3) Nailgluedjointの rolingshearstrengthは4年曝露で約10%低下した｡ また圧
縮力を与えるために用いた釘はせん断強度にはほとんど影響を与えない｡
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実際の diaphragm では合板が woodframe と組合せて使用される
が,本質的には frameは単に合板同志の edgejointを完全にするた
めまたは stifenerとしての意味が大きい｡この点が在来の壁体と違う
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写真6 Hertfordshire(莱)の小学校体育館の hyperbolicparaboloidroof
(Wood30,(9),40,(1965))









H.P.シェルの破壊試験を行ない,設計のための資料を求め,ToTTENHAM95)や LEE ら 96)も同
様な実験を行なっている｡写真 6ほイギ リス Hertfordshire の小学校の集会場兼体育館で,
屋根はス トリップの本ざねつぎ,2プライ釘接着,線材は集成材,写真 7ほアメリカオレゴソ






あるが,diaphragm を用いた多面体形 ドー ムはすでに建設されている｡ 写真8は イ ギ リス










高さ 40′,リブは巾 8′′,高さ 10-26′ の whitewood集成材であるが,将来合板の球殻理論
とその応用の発展に伴い, この種の集成材 リブの数が次第 に減少して, 完全な dome shell
constructionになる日も,そう遠 くはないと思われる｡ 写真9は foldedplateによる ドー ム
形屋根で,各所板は4枚の三角形パネルからなる｡パネルは 6×4′′と4×2′′の集成材フレー
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